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施設整備方針１ 全体配置計画２

ウェルネス棟建替 機能:健康増進・レクリエーション ・ 温泉

エリア別再整備計画 ①３

• 多様な方がオールシーズン運動できる屋内空間の導入
-フィットネススペース、高齢者サロンなど

• 子育て世代も安心して利用できる室内空間の導入
-キッズスペース

Ⅰ.多様な方の運動ができる屋内施設

• 施設老朽化に伴う建替えと露天風呂の整備
• 木質バイオマスボイラーを主たる熱源として導入
• 外にバレルサウナ/テントサウナ、外気浴スペース等の確保と連携

Ⅱ.安全性確保と環境に配慮した再整備

• 客室を洋室へ改修するなどバリアフリーやインバウンドに配慮した整備
• トイレやシャワーの設置、照明のLED化等による利便性の向上
• 白鷹町の自然や既存空間の特徴を生かした空間設計
• スマートチェックインやIOTによる施設管理などデジタル技術の活用

Ⅲ.利便性と滞在客への魅力の向上

• 地域の食材を活用した健康に資する食事の場としての機能
• 子どもたちの食育の場としての機能
• 大規模な会議等にも対応可能な利用効率の高い施設への整備
• 調理室の集約化による効率化

Ⅳ.施設規模に応じた効率的な運営による食と健康の場

動線計画

• バリアフリーに配慮した段差を
無くしたエントランス計画

• 大型バスも寄りつけられる車寄せ
により受付までの歩行距離を短縮

• 研修棟、宿泊棟をゆるやかに
つなぐ動線を考慮した平面計画

ウェルネス棟

• 崖から距離をとり安全性に
配慮した配置

• 最も眺望が良い最上川の方向へ
開口を開いた露天風呂

• 眺望を楽しめ、展望テラスと連動
したラウンジ

ウェルネスガーデン

• 既存浴室棟を解体後、雄大な
景色を楽しめる広場へ整備

• 眺望テラスの設置でウェルネス棟、
研修棟と一体的に利用できる
計画

Point

魅力的な眺望を最大限に活かした平面・断面計画
眺望を望めるフィットネスエリア

• 全てのエリアから眺望を望める2つのフロア構成とします。
• 柱・梁・架構に白鷹町産の杉材を使った合理的な構造計画とします。
• 木質バイオマスボイラーを設置し、温泉の昇温に利用します。
• 子育て世代も楽しめるキッズスペースを設置します。
• 崖から距離をとり安全性に配慮した計画とします。
• 崖から距離をとることにより住宅地からの視線を遮り、露天風呂利用
者のプライバシーに配慮します。

• 研修棟、宿泊棟をつなぐ見渡しの良いラウンジスペースとします。

断面計画 地下１階平面計画
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施設全体を視認できる受付

どなたでも利用できるラウンジ

IC利用のゲートで
有料エリアを明確に

チップボイラー
による昇温

最上川の眺望

１階平面計画

キッズエリアの設置
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入口に近接した車寄せ
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• 最上川を望むことができ、ウェルネスガーデンへ直接行き来が可能なフィットネスエリアとします。
• 静かにくつろぐラウンジスペースと動きのあるフィットネスエリアとの配置を離すことで、利用目的に応じた快適性を実現します。

1階

浴場断面 ラウンジ、フィットネス断面

最上川の眺望

地下1階
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搬入口

もりもりハウス →
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研修棟改修 機能: 食 ・ 健康増進・レクリエーション

可動式間仕切りによる
可変性のある空間利用

洋室化による利便性向上
(高齢者サロン等の利用も可能)

調理室・搬入口を
集約化

景観を楽しむことが
できるテラススペース

100名規模の会議等へも対応可能な空間

トイレのバリアフリー化

エリア別再整備計画②４

エリア別再整備計画④６

もりもりハウス改修

宿泊棟A

宿泊棟B

テレワークセンター

・内装リニューアル
（木質化を含む）
・トイレ・シャワー新設

・内装リニューアル
（木質化を含む）
・シャワー新設

エリア別再整備計画③５

宿泊棟A/B・テレワークセンター改修 機能: 宿 泊

事業スケジュール、概算事業費７

• 食事と眺望を楽しむことができる空間とします。
• 間仕切り壁を設け、大規模な会議や高齢者サロンなど使用目的によって空間を自由に仕切ることができるフレキシブルな計画とします。
• 西側に調理室を集約し、搬入口や倉庫などの適切配置による管理動線の効率化を行います。

• 内装に産材を使用し、魅力ある白鷹の杉を感じることができる施設とします。
• 高断熱化を図り、快適な室内環境の実現と冷暖房負荷の低減を実現します。
• バリアフリーへ配慮し、施設内外の段差の解消や適切な手すりの配置に加え、宿
泊棟の客室を洋室化します。

• テレワークセンターを⾧期滞在利用や団体利用に対応できる計画として整備します。
• 宿泊棟の全室にトイレを設置し、利便性を向上します。
• 宿泊棟Aの北側にダムウェーターやリネン室などの管理スペースを集約します。

・管理エリアを集約

・内装リニューアル
（木質化を含む）

・内装リニューアル
（木質化を含む）

・ユニットバス新設

その他基幹設備改修

ふるさと森林公園の基幹設備である、受変電設備や給排水施設等は施設整備当初から大規模な改修や更
新等を行っていないことから、施設の再整備にあわせて対応していきます。

① 受変電設備

② 給排水施設・設備

高圧ケーブルやキュービクル等の設備は施設建設当初から使用しており、更新を行っていないことから、再整備
に合わせ更新を行います。その他の電気系統や機械設備についても、耐用年数等を踏まえ更新を行います。

給水施設については、給水管の老朽化が進んでいることに加え、土砂災害特別警戒区域に敷設されている
ことから、災害時の断水リスク解消のため排水管布設に合わせ計画的な整備を行います。
排水設備についても、老朽化や施設の利用状況を踏まえ、給水施設と合わせ整備します。

事業スケジュール

概算事業費
総事業費については、令和４年度に実施した老朽度調査において将来20年間で係る保全経費を18億円程度と算出されたことに
加え、木質バイオマスボイラーの導入や浴室棟の建替え等新たな投資に係る事業費、物価高騰の影響も勘案し20億円以上かかるも
のと想定しています。

基本構想時の整備手法を引き継ぎ、主たる機能である温泉を中心に可能な限り運営を継続しながらの工事スケジュールを検討して
います。
基本構想においては、分割施工により施工期間中の宿泊や飲食の営業期間を確保した計画としていましたが、仮設動線の安全性
の確保、管理運営の複雑さ等の懸念事項があることから、対応策について検討を進めています。
次の表は①分割施工②浴室棟以外の施設を一括施工した場合のそれぞれについて、工事スケジュールについて整理しています。
利用者や管理者、様々な視点から多角的に検討を進め、適切な整備手法を判断することとします。

• 安全面の確保、老朽化への対応など状況にあわせた改修計画とします。
• トイレの様式化など利用者の利便性やバリアフリーに配慮した計画とします。
• 自然を感じながら食事を楽しめるスペースとしての魅力を高めます。

R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028)

全体計画

①分割施工

②一括施工

実施設計 再整備工事

研修棟改修
宿泊棟A一部改修

本館棟解体
休憩室棟解体

ウェルネス建替、
宿泊棟A一部改修、宿泊棟B改修
テレワークセンター改修、もりもりハウス改修

浴室棟解体
仮
設

短縮
浴室棟以外を一括施工

(基本構想)

浴室棟解体

機能: 食

WC(男)

WC(女)

倉庫

通路

調理室

カフェ・レストラン

会議室

倉庫

多

多目的
ホール

・内装リニューアル
（木質化を含む）

・洋室化
・トイレ新設・会議室等として改修

・内装リニューアル
（木質化を含む）
・トイレ新設

リネン室
ダムウェーター

リネン室
ダムウェーター

W4

A1
A1 A1 A1 A1

A1

B

会議室等

W1
W1 A1 A1 A1

A1

A2

A2

A3 A3 A3
A3

A3 W2

W2

W3

T1 T2

1階

2階

WC(多)

多目的ホール

搬入口

眺望テラス

・内装リニューアル
（木質化を含む）

・洋室化
・トイレ新設


